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小
柴
の
沿
岸
漁
業
と
海
苔
づ
く
り

　
　
　

―
戦
後
養
殖
技
術
の「
高
度
成
長
」

洋
食
化
が
す
す
ん
だ
今
日
で
も
、
日
本
人

に
と
っ
て
海
苔
は
親
し
み
の
あ
る
食
材
で
あ

る
。「
ほ
っ
か
ほ
か
ご
飯
に
焼
き
海
苔
」
は
朝

食
の
定
番
イ
メ
ー
ジ
。
コ
ン
ビ
ニ
の
主
力
商

品
、
お
に
ぎ
り
や
巻
き
寿
司
に
海
苔
は
つ
き

も
の
。
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
弁
当
で
も
「
の
り
弁
」

は
も
っ
と
も
大
衆
的
な
値
段
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
贈
答
品
と
し
て
の
海
苔
も

存
在
す
る
。
戦
前
～
戦
後
の
あ
る
時
期
ま
で
、

海
苔
は
ぜ
い
た
く
品
と
し
て
、
販
売
額
の
二

○
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
高
率
の
物
品
税
が
課

せ
ら
れ
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
。

大
衆
化
と
高
級
品
と
い
う
海
苔
に
つ
い
て

の
二
つ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
戦
後
海
苔
生
産
の

飛
躍
的
拡
大
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
昭
和
二

○
年
代
後
半
に
、
戦
前
の
一
○
億
枚
前
後
の

水
準
に
回
復
し
た
全
国
の
海
苔
生
産
は
、
昭

和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
に
二
○
億
枚
、
三

七
年
に
は
四
○
億
枚
、
四
四
年
に
は
六
○
億

枚
に
増
大
し
、
四
九
年
の
九
六
億
枚
を
ピ
ー

ク
に
、
生
産
計
画
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
（『
新
・
写
真
と
グ
ラ
フ
で
み
る
海
苔

養
殖
』
一
九
七
九
年
刊
、
七
頁
）。
海
苔
は

戦
後
、
厳
密
に
い
え
ば
高
度
成
長
期
に
、
量

産
化
を
実
現
し
、
大
衆
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。

海
苔
づ
く
り
の
は
じ
ま
り

江
戸
初
期
、
和
紙
作
り
の
要
領
で
生
海
苔

を
漉す

き
、
乾
燥
さ
せ
た
「
浅
草
海
苔
」
の
存

在
が
、
史
料
上
に
登
場
す
る
。
一
八
世
紀
初

頭
に
は
、
海
の
浅
瀬
に
粗そ

だ朶
ヒ
ビ
（
篊
。
樹

木
の
小
枝
を
束
ね
た
も
の
、
の
ち
に
竹
も
使

わ
れ
た
）
を
た
て
、
海
に
浮
遊
す
る
海
苔
の

胞
子
を
付
着
さ
せ
て
発
芽
・
成
育
さ
せ
る
養

殖
事
業
が
、
品
川
・
大
森
の
海
で
取
り
組
ま

れ
る
こ
と
と
な
る
。
品
川
・
大
森
は
、
海
苔

養
殖
の
発
信
地
で
、
一
九
世
紀
前
半
に
は
、

現
在
の
千
葉
を
は
じ
め
、
静
岡
・
愛
知
・
宮

城
な
ど
の
各
地
方
に
伝
わ
っ
て
い
っ
た
。

幕
末
の
横
浜
村
で
も
海
苔
養
殖
が
取
り
組

ま
れ
て
い
た
。
古
老
の
記
憶
に
も
と
づ
く
作

成
図
で
あ
る
、
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
の

「
横
浜
村
並
近
傍
之
図
」（『
横
浜
市
史
稿　

付
図
』
一
九
三
二
年
刊
、
所
収
）
に
は
、
大

岡
川
河
口
の
、
現
在
の
桜
木
町
付
近
の
海
に

「
海
苔
ソ
ダ
」
が
二
カ
所
描
か
れ
、「
海
苔

場
番
人
」
の
建
物
も
示
さ
れ
て
い
る
。

明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
に
、
全
国
的

規
模
で
国
内
の
水
産
事
情
を
調
査
し
た
、
農

商
務
省
編
『
水
産
事
項
特
別
調
査
』（
一
八

九
四
年
刊
）
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
横
浜
市
域

で
海
苔
養
殖
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
町

支柱に海苔養殖の網ヒビを張る様子　昭和44（1969）年ころ　小山紀雄氏蔵

漁業組合名 漁獲高（貫） 漁獲額（円） 漁期

橘
樹
郡

潮田 12,500 25,000 12月～3月

生麦 9,275 18,550 12月～3月

久
良
岐
郡

森 4,000 2,000 12月～3月

杉田 5,000 2,000 11月～4月

柴 150 500 11月～4月

野島 1,100 2,580 11月～4月

三分 1,960 8,900 記載なし

資料：『神奈川県漁村調査書』（1925年刊）

表１　大正末期、横浜市域（現）の海苔養殖
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� ●小柴の沿岸漁業と海苔づくり−戦後養殖技術の「高度成長」�

田
村
・
生う

み

お
見
尾
村
（
現
鶴
見
区
）
が
十
一
月

か
ら
三
月
に
か
け
て
、
六む
つ
ら
そ
う

浦
荘
村
（
現
金
沢

区
）
が
十
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、
と
限

ら
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
。
し
か
し
大
正
一
三

（
一
九
二
四
）
年
調
査
の
神
奈
川
県
水
産
会

編
『
神
奈
川
県
漁
村
調
査
書
』（
一
九
二
五

年
刊
）
で
は
、
横
浜
市
域
の
子
安
や
本
牧
の

事
情
が
欠
け
て
い
る
が
、
潮
田
・
生
麦
の
橘た
ち

樹ば
な

郡ぐ
ん

下
を
は
じ
め
に
、
久く
　
ら
　
き

良
岐
郡
の
漁
村
に

ま
で
、
養
殖
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
（
表
１
）。

柴
の
沿
岸
漁
業

現
在
の
金
沢
区
柴
町
は
、
地
元
で
は
「
小

柴
」
の
愛
称
で
呼
ば
れ
る
土
地
で
あ
る
。
東

の
海
に
つ
き
だ
し
た
先
端
を
「
小
柴
崎
」
と

称
し
、
江
戸
時
代
の
古
文
書
で
も
「
柴
村
」

を
「
小
柴
村
」
と
記
し
た
例
が
あ
る
。

大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
の
柴
漁
業
の

内
容
は
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。
柴
の
主
た

る
漁
法
は
手て
ぐ
り
あ
み

繰
網
で
、
年
間
を
つ
う
じ
て
操

業
し
た
。
柴
に
あ
る
四
○
艘
の
漁
船
は
す
べ

て
無
動
力
船
で
あ
っ
た
。
袋
状
の
網
を
沈
め

て
、
海
底
近
く
の
魚
介
類
を
採
取
す
る
小
型

の
底
曳
き
網
で
あ
る
手
繰
網
は
、
風
の
あ
る

と
き
は
風
力
で
、
風
の
な
い
と
き
は
艪
こ
ぎ

で
あ
っ
た
。
別
に
夏
に
は
地
引
網
と
鰺
釣
り

を
操
業
し
た
。

柴
で
海
苔
養
殖
が
始
ま
っ
た
の
は
、
大
正

六
（
一
九
一
七
）
年
と
さ
れ
る
（
熊
原
政
男
・

花
方
恒
一
・
加
賀
ひ
ろ
子
調
査
「
横
浜
市
金

沢
区
柴
」、
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
編
『
東

京
内
湾
漁
撈
習
俗
調
査
報
告
書
』
一
九
六
七

年
刊
、
所
収
）。
大
正
一
三
年
の
海
苔
の
漁

獲
額
は
五
○
○
円
で
、
六
浦
荘
村
三
分
の
八
、

九
○
○
円
を
筆
頭
と
す
る
近
隣
の
漁
獲
額
と

比
較
し
て
少
額
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ア
サ
リ

の
養
殖
が
お
こ
な
わ
れ
、
一
、
二
○
○
円
の

漁
獲
が
あ
っ
た
。

当
時
、
海
苔
養
殖
の
適
否
は
、
海
に
立
て

た
ヒ
ビ
に
、
自
然
に
海
苔
の
胞
子
が
つ
き
、

成
育
す
る
か
ど
う
か
に
あ
っ
た
。
柴
は
採
苗

地
と
し
て
は
充
分
で
は
な
く
、
千
葉
県
の
海

苔
場
で
ヒ
ビ
に
種
付
け
し
て
移
植
し
た
。

　

戦
後
の
漁
業
協
同
組
合

戦
後
民
主
化
政
策
の
一
環
と
し
て
の
漁
業

制
度
改
革
に
よ
っ
て
、
新
「
漁
業
法
」
が
制

定
さ
れ
、
さ
ら
に
戦
時
下
に
漁
業
組
合
を
改

組
し
て
成
立
し
た
漁
業
会
は
、
漁
業
協
同
組

合
の
も
と
に
再
編
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
れ
ま
で
の
漁
業
者
の
海
面
利
用
の
権
利

（
漁
業
権
）
に
は
、
漁
村
の
有
力
者
や
資
本

家
が
保
有
す
る
専
用
漁
業
権
や
特
別
漁
業
権

が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
廃
し
て
共
同
漁
業
権

の
も
と
に
集
約
し
、
漁
協
が
管
理
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
ま
た
、
定
置
漁
業
権
（
小
型
定

置
網
は
共
同
漁
業
権
扱
い
）・
区
画
漁
業
権

（
海
苔
・
わ
か
め
・
貝
類
・
え
び
な
ど
）
が

再
設
定
さ
れ
た
。

昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
九
月
、
柴
漁

業
協
同
組
合
の
創
立
総
会
が
も
た
れ
た
。
横

浜
市
域
で
は
、
他
に
生
麦
・
子
安
浜
・
西
子

安
浜
・
神
奈
川
・
横
浜
北
方
・
本
牧
・
根
岸
・

中
根
岸
・
屏
風
浦
・
富
岡
・
金
沢
の
十
一
組

合
が
同
時
期
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。

神
奈
川
県
水
産
課
編
『
漁
業
制
度
改
革
に

関
す
る
資
料
（
第
一
編
）』（
一
九
五
○
年

刊
）
に
よ
れ
ば
、
柴
漁
業
協
同
組
合
の
組
合

員
一
三
○
名
中
、
す
べ
て
の
者
が
海
苔
養
殖

に
従
事
し
、
さ
ら
に
各
種
曳
き
網
漁
や
桝
網

漁
（
小
型
定
置
網
）、
潜
水
漁
が
営
ま
れ
て

い
た
。
地
引
網
は
す
た
れ
た
が
、
大
正
末
期

に
さ
さ
や
か
に
い
と
な
ま
れ
て
い
た
海
苔
は
、

戦
前
～
戦
中
に
か
け
て
伸
長
し
て
柴
で
は
不

可
欠
の
養
殖
業
と
な
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
柴
漁
業
協
同
組
合
編
『
蒼
穹
の

下
魚
鱗
耀
き
し
地
』（
一
九
九
○
年
刊
）
に

よ
る
と
「
昭
和
三
○
（
一
九
五
五
）
年
頃
の

柴
で
は
、
収
入
の
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
位
を
海

苔
が
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
」（
三
七
二
頁
）

と
あ
る
。
ま
た
小
山
紀
雄
氏
に
よ
れ
ば
「
小

柴
の
漁
業
は
海
苔
優
先
で
し
た
。
海
苔
の
シ

ー
ズ
ン
が
終
わ
っ
て
か
ら
漁
に
出
た
の
で

（
中
略
）
約
八
カ
月
漁
が
休
み
で
し
た
」
と

ふ
り
返
る
（『
私
の
語
る
金
沢
』
一
九
九
八

年
刊
、
二
一
七
頁
）。
日
本
が
高
度
成
長
を

む
か
え
る
時
期
、
柴
の
沿
岸
漁
業
は
さ
ら
な

る
海
苔
養
殖
本
位
へ
と
す
す
ん
で
い
た
こ
と

が
知
れ
る
の
で
あ
る
。

海
苔
養
殖
技
術
の「
高
度
成
長
」

柴
の
漁
業
が
、
戦
後
海
苔
養
殖
本
位
に
移

行
し
た
背
景
に
は
、
養
殖
技
術
の
革
新
と
加

工
機
械
の
導
入
が
背
景
に
あ
っ
た
。
冒
頭
で

示
し
た
全
国
的
レ
ベ
ル
で
の
海
苔
生
産
の
拡

大
も
、
以
下
に
の
べ
る
生
産
条
件
の
向
上
に

支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

海
苔
養
殖
に
お
け
る
最
大
の
革
新
は
、
人

工
採
苗
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
昭
和
二
四
（
一

九
四
九
）
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
海
藻
学
者
キ
ャ

サ
リ
ン
・
Ｍ
・
ド
リ
ュ
ー
が
、
海
藻
コ
ン
コ

セ
リ
ス
が
海
苔
の
胞
子
の
発
芽
体
で
あ
る
こ

と
を
発
表
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
そ
の

研
究
成
果
は
日
本
に
伝
え
ら
れ
、
海
苔
の
胞

子
を
牡か

き蠣
殻
に
植
え
付
け
て
増
殖
さ
せ
る
方

法
で
、
実
用
化
が
す
す
ん
だ
。
神
奈
川
県
で

は
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
五
月
に
、
柴

の
県
水
産
指
導
所
内
湾
支
所
に
海
苔
人
工
採

苗
場
が
開
設
さ
れ
て
、
千
葉
海
域
で
の
種
付

け
依
存
か
ら
の
脱
却
が
は
か
ら
れ
た
（『
海

苔
タ
イ
ム
ス
』
一
九
五
九
年
六
月
一
日
号
）。

ヒ
ビ
の
仕
立
法
に
も
改
良
が
あ
っ
た
。
粗

朶
ヒ
ビ
や
竹
ヒ
ビ
を
海
面
に
垂
直
に
立
て
る

旧
来
の
養
殖
法
か
ら
、
海
面
に
対
し
て
水
平

に
横
臥
さ
せ
る
方
法
を
へ
て
、
ヤ
シ
や
合
成

繊
維
で
で
き
た
網
が
ヒ
ビ
と
し
て
一
九
五
○

　 漁法 漁獲額・（円） 漁期 主たる魚種（円）

網
漁
／
釣
漁

手繰網 29,000 1月～12月 えび（10,500）、ひらめ（6,000）、た
こ（2,000）、いか

地引網 6,000 7月～9月 あじ（4,200）、かます、せいご、さば
潜水器漁業 資源増殖のため休漁中 タイラ貝、タコ貝、ミル貝
鰺釣業 500 7月～9月 さば、あじ

六人網漁業 1,000 10月～12月 このしろ、いなだ、ぼら、さば

合計 36,500

養
殖

海苔 500 11月～4月
アサリ 1,200 1月～12月
合計 1,700

資料：『神奈川県漁村調査書』（1925年刊）
注：表1における他組合と比較して、柴の海苔漁獲額は過小と思われるが、資料のままにした。

表２　小柴の漁業　（大正13年）
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年
代
に
本
格
的
に
導
入
さ
れ
た
。
人
工
採
苗

し
た
海
苔
の
胞
子
を
定
着
さ
せ
る
方
法
は
、

網
ヒ
ビ
に
適
し
て
い
た
。

竹
を
網
ヒ
ビ
の
幅
に
切
り
、
そ
の
一
面
を

く
り
ぬ
い
て
舟
形
に
し
て
「
イ
カ
ダ
」
を
つ

く
る
。「
イ
カ
ダ
」
に
は
、
胞
子
の
つ
い
た

種
牡
蠣
を
い
れ
る
（
図
１
）。
こ
れ
を
四
五

メ
ー
ト
ル
な
い
し
は
三
六
メ
ー
ト
ル
の
網
ヒ

ビ
に
等
間
隔
に
装
着
し
て
、「
イ
カ
ダ
」
の
種

牡
蠣
か
ら
海
苔
の
胞
子
が
海
水
に
ゆ
っ
く
り

と
放
出
さ
れ
、
網
に
着
苗
し
や
す
い
環
境
に

お
く
。
こ
の
「
イ
カ
ダ
」
法
の
導
入
で
海
苔

の
養
殖
は
安
定
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

ま
た
、
網
ヒ
ビ
で
の
養
殖
が
支
配
的
に
な

る
に
つ
れ
て
、
浅
瀬
に
支
柱
を
立
て
て
海
苔

柵
を
は
る
ば
か
り
で
な
く
、
五
メ
ー
ト
ル
近

い
深
場
で
の
「
沖
出
し
」
や
、
支
柱
を
廃
し

て
海
底
に
重
り
を
落
と
し
て
固
定
し
、
海
面

に
網
ヒ
ビ
を
浮
か
せ
て
養
殖
す
る
「
浮
流

し
」
な
ど
の
養
殖
法
が
導
入
さ
れ
た
。
試
行

錯
誤
を
く
り
か
え
し
つ
つ
、
養
殖
が
か
な
う

か
ぎ
り
、
海
苔
漁
場
の
面
積
も
拡
大
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
条
件
に
支
え
ら
れ
て
、
高

度
経
済
成
長
期
に
は
海
苔
生
産
の
機
械
化
が

す
す
ん
だ
。

全
国
海
苔
貝
類
養
殖
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
発
行
の
『
海
苔
タ
イ
ム
ス
』
は
、
昭
和
二

三
（
一
九
四
八
）
年
創
刊
の
業
界
紙
で
あ
る

が
、
そ
こ
で
紹
介
さ
れ
た
広
告
・
記
事
に
よ

っ
て
、
機
械
各
種
が
ど
の
時
期
に
登
場
す
る

か
を
表
３
に
示
し
た
。

こ
の
表
か
ら
高
度
成
長
前
期
に
は
、
海
苔

の
大
量
生
産
・
大
量
加
工
を
支
え
る
機
械
技

術
が
ほ
ぼ
出
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
か
で
も
、
海
苔
す
き
機
と
海
苔
つ
み
機
の

導
入
は
、
海
苔
の
生
産
効
率
を
飛
躍
的
に
高

め
る
も
の
と
な
っ
た
。

金
沢
埋
め
立
て
と
そ
の
後

昭
和
四
三
（
一
九
六
八
）
年
七
月
、
金
沢

地
先
埋
め
立
て
事
業
計
画
が
正
式
決
定
し
た
。

海
苔
養
殖
に
重
点
を
お
い
た
柴
の
漁
業
は
、

増
産
の
芽
を
断
ち
切
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、

漁
業
権
放
棄
の
深
刻
な
岐
路
に
た
た
さ
れ
た
。

埋
め
立
て
反
対
運
動
が
お
こ
っ
た
。
漁
業
権

放
棄
に
と
も
な
う
補
償
は
あ
る
も
の
の
、
埋

め
立
て
後
は
、
よ
り
沖
合
で
の
漁
撈
が
不
可

避
と
な
る
。
漁
師
と
し
て
残
る
か
、
転
業
す

る
か
の
選
択
が
、
漁
業
者
各
自
の
思
い
を
ふ

く
み
つ
つ
な
さ
れ
て
い
っ
た
。

昭
和
四
六
（
一
九
七
一
）
年
一
月
、
横
浜
市

と
柴
・
富
岡
・
金
沢
三
漁
協
と
の
間
で
埋
め

立
て
合
意
に
つ
い
て
の
調
印
式
が
も
た
れ
、

柴
の
漁
業
権
が
消
滅
し
た
。
し
か
し
そ
の
後

も
、
埋
め
立
て
未
了
の
海
域
は
、
県
へ
の
申

請
で
利
用
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
海

苔
養
殖
は
わ
ず
か
な
が
ら
残
っ
た
。

柴
の
海
苔
売
上
額
を
示
し
た
表
４
を
み
る

と
、
高
度
成
長
期
後
期
に
飛
躍
的
に
拡
大
し
て

い
る
ば
か
り
か
、
漁
業
権
消
滅
後
の
昭
和
四
七

年
に
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
以
後
急
落
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
海
苔
養
殖
は
な
お
発
展
の
余

地
の
あ
る
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

海
苔
養
殖
が
失
わ
れ
た
一
九
七
○
年
代
後

半
の
柴
漁
業
が
、
新
た
に
見
い
だ
し
た
の
は
、

寿
司
種
な
ど
で
消
費
さ
れ
る
東
京
湾
の
シ
ャ

コ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
こ
に
は
、
父
祖
伝

来
の
固
有
の
漁
場
は
な
く
、
漁
業
の
担
い
手

た
ち
も
、
約
二
割
程
度
が
転
業
し
て
陸
に
あ

が
っ
た
（
小
山
紀
雄
氏
談
）。
海
苔
の
干
し
場

と
し
て
、
あ
る
い
は
畑
地
と
し
て
活
用
さ
れ

た
裏
山
の
斜
面
は
、
開
発
さ
れ
て
住
宅
地
と

な
り
、
新
た
な
住
民
が
移
り
住
ん
だ
。

高
度
成
長
期
に
横
浜
市
の
行
政
上
の
施
策

で
あ
っ
た
金
沢
地
先
埋
め
立
て
は
、
別
次
元
で

「
高
度
成
長
」
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
柴
の
海
苔

養
殖
と
抵
触
し
た
。
こ
れ
が
柴
の
昭
和
史
に
刻

印
し
た
も
の
は
大
き
い
。�

（
平
野
正
裕
）

年 販売額（万円）

昭和40 3,580 

昭和41 13,179 

昭和42 24,088 

昭和43 35,283 

昭和44 58,076 

昭和45 63,051 

昭和46 55,470 

昭和47 72,610 

昭和48 31,668 

昭和49 8,959 

昭和50 6,902 
昭和51 625 

年代 名称 機能 価格（例示）

昭和30 棒たてポンプ 海底に水圧で支柱を立てる穴
をあける ノリペット(網洗浄兼用)43,600円

昭和31 生海苔切截機 生海苔の繊維をミンチ状に
細断する

昭和33 海苔簀織り機 海苔簀を自製する

昭和34 海苔脱水機 漉いた海苔簀を遠心力で脱
水する／図２ 21,000円～42,000円

昭和35 海苔すき機 刻んだ生海苔を簀の子に成
型する／本号p12図 富士式136,000円

昭和38 海苔つみ機 網ヒビについた生海苔を吸
引する／図３ シーマスター59,000円

昭和38 海苔洗い機 生海苔を洗い、夾雑物をのぞく

昭和39 海苔簀洗い機 海苔簀を洗う

資料：『海苔タイムス』（全国海苔貝類養殖漁業協同組合連合会保管分）。
　注：価格は価格表示のあるもののみ例示した。同機能の他社製品は存在する。

表４　柴の海苔の販売額

資料：『蒼穹の下魚鱗耀きし地』p253。

図１　砕いた種牡蠣を入れた「イカダ」
（小山紀雄氏撮影８㎜フィルム「小柴の海苔」1973年撮影、より）

図２　海苔脱水機　小山紀雄氏所蔵写真図3　海苔つみ機���小山紀雄氏所蔵

表３　海苔生産機械の発表年代　


